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既 成 市 街 地 の 狭 あ い な 道 路 は 、 道 路 幅 員 の

確 保 が 困 難 な 場 合 が 多 く 、 現 在 、 カ ラ ー 舗 装

な ど に よ る 歩 車 道 分 離 の 安 全 対 策 は 進 め ら れ

て い る が 、 ま だ 交 差 点 や 路 地 に は 高 い 塀 や 樹

木 が 障 害 と な る 危 険 な 場 所 が 多 く 、 歩 行 者 や

自 転 車 の 安 全 性 が 確 保 さ れ て い る と は 云 い 難

い 。 町 は 安 全 な 道 づ く り を 推 進 し て い る が 、

生 活 道 路 の 安 全 確 保 を 優 先 し 、 住 民 と 地 権 者

の 理 解 と 協 力 を 得 て 、 危 険 な 場 所 を 早 期 に 改

善 す べ き と 考 え る が 、 町 長 の 所 見 を 伺 う 。  


